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又
研
修
に
先
駆
け
て
野
方
支
部
の
嘉
山
登
美
江
さ

ん
、
中
野
中
央
支
部
の
臼
井
和
子
さ
ん
に
よ
る
実
践

報
告
が
あ
り
、
お
二
人
共
日
々
の
生
活
の
中
で
倫
理

の
実
践
に
取
り
組
み
明
る
く
前
向
き
な
気
持
ち
で
い

ら
れ
る
喜
び
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

二
一
名
の
参
加
で
し
た
。 

 

会
事
務
長
：
岡
野
八
重
子 
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き
ら
き
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中
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天
神
会
館
（
中
野
中
央
支
部
）
に
お
い
て
十
二

月
十
一
日
（
日
）
朝
五
時
半
か
ら
お
は
よ
う
倫
理

塾
が
行
わ
れ
昨
夜
の
純
粋
倫
理
基
礎
講
座
に
引

き
続
き
中
川
保
講
師
が
講
話
さ
れ
ま
し
た
。 

実
践
報
告
は
中
野
中
央
支
部
の
宇
田
川
信
子
班

長
が
こ
れ
ま
で
の
倫
理
と
の
関
わ
り
と
実
戦
に

よ
り
体
験
を
得
た
こ
と
に
感
謝
し
、
自
営
業
の

飲
食
業
を
四
代
目
の
孫
に
継
い
で
も
ら
え
る
よ

う
に
、
お
は
よ
う
倫
理
塾
に
通
い
日
々
の
実
践

に
取
り
組
み
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
中
川
講

師
の
講
話
は
老
寿
に
つ
い
て
話
さ
れ 

老
寿
と
は
（
健
康
を
保
ち
長
寿
な
事
） 

①
老
誠
識
が
あ
る
②
老
功
で
あ
る
③
老
錬
な
人

な
ど
の
内
容
で
、
い
か
に
健
康
で
長
生
き
を
す

れ
ば
よ
い
か
、
人
に
頼
ら
ず
、
元
気
で
過
ご
せ
る

よ
う
に
お
は
よ
う
倫
理
塾
に
通
い
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

 

十
二
月
十
日
（
土
）
ス
マ
イ
ル
中
野
三
Ｆ
に
お
い
て
純

粋
倫
理
基
礎
講
座
が
中
川
保
講
師
を
迎
え
て
開
催
さ
れ

ま
し
た 

テ
ー
マ
「
苦
難
観
の
革
新
」
に
つ
い
て
の
研
修
が
行
わ
れ

「
新
版 

純
粋
倫
理
入
門
」
を
基
に
①
苦
難
の
原
因
②

苦
難
の
本
質
③
苦
難
の
迎
え
方
を
中
川
保
講
師
が
解
説

さ
れ
ま
し
た
。 

 

中川 保講師 宇田川信子班長 

 

純
粋
倫
理
基
礎
講
座[

第
二
講] 

 

お
は
よ
う
倫
理
塾 

倫
理
の
つ
ど
い 

十
二
月
七
日
（
水
）
東
部
区
民
活
動

セ
ン
タ
ー
に
て
中
野
中
央
支
部
の

第
五
班
の
倫
理
の
つ
ど
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
植
田
き
み
ゑ

参
事
を
迎
え
て
テ
ー
マ
「
喜
ん
で

気
軽
に
後
始
末
、
整
理
整
頓
を
す
る

に
は
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
物
の
整
理
は
心
の
整
理
今
、

出
来
る
事
を
や
っ
て
い
く
、
使
っ

た
も
の
は
元
に
戻
す
、
掃
除
は
わ

が
ま
ま
を
捨
て
る
実
践
に
な
る
か

ら
大
い
に
日
々
の
清
掃
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
と
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
広
報
副
委
員
長
：
熊
谷
紀
子 

 



                              

                              

                    

子
育
て
セ
ミ
ナ
― 

十
二
月
十
一
日
（
日
）
午
前
十
時
十
五
分
か
ら
中
野
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
感
謝
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
始
め
に
丸
山
敏
雄
創
始
者
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ

「
丸
山
敏
雄
の
生
涯
」
を
視
聴
し
、
そ
の
後
に
五
人
の

実
践
報
告
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
感
謝
の
気
持
ち
を
報
告

し
ま
し
た
。
最
後
に
中
川
保
講
師
が
ま
と
め
ら
れ
改
め

て
生
活
の
法
則
や
幸
せ
に
な
る
法
則
が
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
気
が
つ
い
た
ら
す
ぐ
す
る
、
気
付
く

と
同
時
に
行
う
、
「
今
日
一
日
朗
ら
か
に
安
ら
か
に
喜

ん
で
働
き
ま
す
」
の
実
践
に
取
り
組
み
ま
す 

参
加
人
数
は
十
八
名
で
し
た
。
広
報
副
委
員
長
：
熊
谷 

六
月
二
六
日

（
日
）
Ｊ
Ｒ
中

野
駅
前
清
掃

が
一
七
名
の

参
加
者
に
よ

り
行
わ
れ
ま

し
た
。 

原
美
春
さ
ん
：
長
い
間
班
長
の

役
職
を
続
け
て
沢
山
の
幸
せ

を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た 

十
二
月
一
日
（
木
）
中
野
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
子
育

て
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

講
師
に
長
谷
川
恵
子
参
与
を

迎
え
て
今
回
の
テ
ー
マ
―

「
子
供
の
正
し
い
し
つ
け

方
」
の
お
話
を
し
て
頂
き
十

二
名
の
方
々
が
「
子
育
て
は

あ
せ
ら
ず
、
急
が
ず
、
根
気
よ

く
」
と
長
谷
川
恵
子
講
師
の

お
話
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ

ま
し
た
。 

 

 

全
国
か
ら
子
育
て
に
力
を
注
ぐ
仲
間
に
お
会
い
し
倫

理
を
深
く
学
び
健
全
な
家
庭
を
築
く
た
め
に
も
、
大
切

な
事
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
実
戦
報
告
の
話
に
涙

し
、
充
実
し
た
二
日
間
で
し
た
。
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を

活
用
し
、
沢
山
の
子
育
て
マ
マ
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
誘
い
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。 

子
育
て
副
委
員
長
：
南
瑞
穂 

感
謝
報
告
会 

全
国
子
育
て
正
副
委
員
長
会 

村
田 

守
さ
ん
：
妻
の
話
を
心

か
ら
聞
く
努
力
と
家
族
の
模

範
に
な
る
夫
の
実
践 

舟
久
保
し
げ
子
さ
ん
：
夫
の
交

通
事
故
に
夫
に
喜
ば
れ
る
妻
の

実
践
に
て
元
気
に
な
っ
た
報
告 

鳥
澤
謙
一
郎
さ
ん
：
日
常
生
活
に

お
い
て
も
事
業
を
す
る
上
で
も
心

が
先
で
物
や
金
銭
は
後
に
つ
く 

大
串
美
佐
子
さ
ん
：
夫
と
息
子
の

美
点
発
見
の
報
告 

１ 月 の 予 定 

内田靖士研究員来講 

1 月６日（支部役員懇談会） 

１月 7 日（おはよう倫理塾） 

初 め て の 書 道 会 

１ 月 ２ ２ 日 （ 日 ） 

時 間 ： 1 0 ： 1 5 ～ 1 1 ： 3 0 

場所：鍋横区民活動センター 

実 践 報 告 者 の 皆 さ ん 

十
二
月
十
日
・
十
一
日
と

富
士
研
修
所
に
て
全
国
子
育

て
正
副
委
員
長
研
修
が
行
わ

れ
中
野
区
で
は
育
成
講
師
、

正
副
の
子
育
て
委
員
長
の
三

名
が
出
席
し
ま
し
た 


